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　甘長ピーマンの育苗は、12月末から1月にかけて始まります。自家
育苗する場合は、苗場での病害に注意します。
【白星病】
　白星病（写真1）は、葉に暗褐色の小斑点を生じ、中央部が灰白色
で周縁が暗褐色の円形斑点を形成します。発病が激しいと葉裏に暗
色のかびを生じ、落葉します（写真2）。病原菌はAlternaria solani
であり、トマト輪紋病、ナス褐斑病、シュンギク黒斑病などと同じ菌
です。
　西濃地域の甘長ピーマンでは育苗中～定植直後に発生すること
があり、多発すると苗が枯れることもあります。
【対策】
（1）育苗資材の交換・消毒
　毎年病害が発生する育苗施設では、育苗資材などに菌が残存し
ているため、育苗ポット、支柱、保温資材などを新品に交換します。
資材を再利用する場合は、資材消毒剤のイチバンやケミクロンGで
消毒する（表1）。なお、これらの消毒剤は農薬ではないため、植物
には使用できません。
（2）温湿度の管理
　白星病は27℃前後、やや乾燥、肥料切れ状態で発生しやすいた
め、適切な温度管理、灌水を実施し、葉色が薄い場合は液肥などを
施用します。

（3）落葉の除去
　罹病葉、落葉などが感染源となるため、罹病葉、落葉はきれいに
取り除き、苗場を清潔に保ちます。
（4）薬剤防除
　甘長ピーマン（適用作物名：「野菜類」、「ピーマン及びとうがらし
類」、「なす科果菜類」、「甘長とうがらし」、「とうがらし類」）で、
「白星病」に適用のある薬剤はありません。なお、「とうがらし類」
で灰色かび病に適用のあるロブラール水和剤は、「野菜類」でアル
タナリア菌による病害に適用があることから、有効と考えられます
（農薬登録情報提供システム　令和6年11月13日による）。

　水稲では、近年の異常高温による収量及び品質低下の影響が顕著化
し、5月下旬以降の田植えでは、ジャンボタニシによる苗の食害が深刻化
しています。
　また、水田の土壌診断を行うとリン酸、加里、苦土、ケイ酸が不足する
傾向があり、出穂期の異常高温による白未熟米等が発生し、米の品質低
下や減収を助長する要因となっています。
　米の品質及び収量低下を防ぐため、晩秋～冬季（11～3月）に次のよ
うな管理を行ってください。
1　土づくり
（1）稲わらのすき込み
　稲わらは、地力維持に必要な貴重な有機物であり、土壌診断で不足す
る傾向であるリン酸、加里の補給と地力維持のため、堆きゅう肥等を投
入後、すき込みを行ってください。
【堆きゅう肥】
　・牛糞：1～2㌧/10㌃　・豚糞：0.5～1㌧/10㌃　
　・発酵鶏糞：90～180㌔/10㌃
（2）けい酸及び加里資材の投入
　水稲では、「けい酸」は葉や茎を強くし、「加里」は、けい酸との相乗
効果で根の活力を高め、葉から蒸散を促すことにより気化熱で稲体の
温度を下げ、白未熟米や乳白米などを減らす効果が期待できます。出穂
期の高温障害に由来する白未熟米及び屑米の発生低減を図るため、け

い酸加里プレミア34を10㌃あたり40㌔施用してください。
2　冬季の耕うん及び田植え時のジャンボタニシ駆除
　トラクターによる耕うんは、土壌内の有機物を分解し、多年生雑草
（クログワイ、オモダカ）、越冬するジャンボタニシを駆除する効果が期
待できます。
（1）トラクターによる耕うんと水路の泥上げ
　耕うん（11～3月）は、トラクターの走行は遅くし、ロータリーの回転
速度は速めに設定して貝の破壊を行い、用排水路の泥上げでジャンボタ
ニシを寒風にさらし、殺貝します。
（2）貝の捕殺及び殺貝剤の活用
　水田や用排水路にジャンボタニシを確認したら、タモで捕殺し、適正
に処分してください。ジャンボタニシは、水温15℃以上で活動が活発と
なるので、5月中下旬以降の田植え時に水田内にジャンボタニシを確認し
た場合、殺貝剤(例:スクミノン1～4㌔/10㌃)の活用で食害を抑えてくだ
さい。
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写真１　葉に生じた白星病（右下：分生子）

トラクターでの耕うん 耕うんにより地表に現れたジャンボタニシ

写真２　苗場で葉が枯れて落葉した株

レモン類は、柑橘類のなかでは耐寒性が弱いですが、近年は温暖化も
あり、栽培可能地域が広がりました。
レモンは四季咲き性といって春から秋にかけて花と実をつけるので、
長い期間白く可愛らしい花を楽しむことができます。

収穫植え付け・植え替え

レモン

剪定追肥 ★ 開花

★ ★

摘果

・日光を好むので、庭植えの場所、鉢植えの置き場ともに日当り良好な場所を選びましょう。また、風当たりが強い場所は、落葉や病気の
　発生を助長するので注意が必要です。
・水はけのよい土に植え、適度な湿度を保ちましょう。
・寒さに弱いので、寒冷紗・不織布等の防寒対策はしっかりとしましょう（気温が－3℃を下回ると樹が弱り、枯死することがあります）。
・アゲハの幼虫は見つけ次第、駆除してください。

栽培の
ポイント

リスボン：ポルトガル原産。耐寒性が強く、日本で栽培するなら本種が最適といわれています。
マイヤーレモン：中国原産。オレンジとレモンの交雑種。耐寒性が強く、トゲの発生が少ないです。果皮は薄く、スパイシーな香りがあり、
　　　　　　　 酸味が弱く、完熟果は丸かじりができます。

おすすめ
品種

3月から4月中旬にかけて行います。ただ枝を切り詰めるだけでなく、日当たりを配慮しての整枝が大切です。春に伸びた枝に翌年実
をつけるため、結実させたい枝は、剪定しないのがコツです。剪 定

レモンは四季咲き性があり、5月、7月、9～１０月の年3回ほど花が咲きますが、5月に咲く花を実に育てます（７月以降の花は、実にな
っても大きくなりません）。
レモンは「1個の実をつけるために2０～３０枚の葉が必要」と言われています。葉をつけさせるためにも、適度に水やりをし、3～10月
にかけて肥料を欠かさず与えましょう。
また、レモンは「隔年結果」という、よく実る年と実らない年を交互に繰り返す性質があります。これを調整するには、付き過ぎた果実
を小さなうちに取ってしまう「摘果」を、8月中に行います。

施肥・摘果

収穫時期は11月中旬からで、翌年１月頃までに終わらせます。12月の熟しきれた「イエローレモン」はもちろん、熟す前のフレッシュ
な「グリーンレモン」を収穫しても良いでしょう。収 穫

レモンの病気で最も気をつけたいのが、「かいよう病」です。トゲや風による擦れによって実や枝に傷がつき、そこに病原菌が入って
発生します。「かいよう病」を防ぐためにも、レモンのトゲを元からカットし、果実のまわりの不要な枝も剪定するとともに、5～6月にか
けて薬剤防除をすると良いでしょう。薬剤は、Ｚボルドーなどの銅を含む薬剤があります。

病 気

アブラムシ、アゲハの幼虫、ミカンハモグリガ（エカキムシ）、カミキリムシなどが発生します。特にミカンハモグリガは夏芽、秋芽を加
害するので、幼木を早く大きくするには、防除が欠かせません。また、食害痕から「かいよう病」が侵入する場合も多くあります。

害 虫

植え付けの適期は、3月下旬から4月中旬です。また、鉢植えの場合は、根詰まりを防ぎ通気をよくすることを目的に2～3年に1回は
植え替えが必要です。

植え付け・
植え替え

資材消毒剤 対象（抜粋） 希釈倍数 使用方法

表1　資材消毒剤の例

※農薬ではないため、植物には使用しない
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育苗用ポット、支柱等資材など
育苗トレイ・ポット、温室用資材など
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瞬時浸漬またはジョウロ散布
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瞬時浸漬またはジョウロ散布
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植え替え

資材消毒剤 対象（抜粋） 希釈倍数 使用方法

表1　資材消毒剤の例

※農薬ではないため、植物には使用しない

イチバン
ケミクロンG

育苗用ポット、支柱等資材など
育苗トレイ・ポット、温室用資材など

500～1,000倍
1,000倍
500倍

瞬時浸漬またはジョウロ散布
10分間浸漬
瞬時浸漬またはジョウロ散布

作型目安
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

病
害
虫

り　びょう

しら

アルタナリア

りんもん かっぱん こくはん

ソラニ

ほし
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